
2022 年８月１４日 聖日礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■聖歌２０１「罪とがを赦され」 
①罪とがを赦され 神の子となりたる  

わがたまの喜び  くらべうるものなし 
  
★日もすがら あかしせん 夜もすがら 主をほめん  
 みすくいは たえなり みすくいは くすしと  
 
②主にまたく従い 安きえしわが身に 

あまつやの歌声 響きくる心地す 
 
■イエスの血潮で （★→※→★の順序で歌う） 
★イエスの血潮で 救われ 癒（いや）され 天の御国へと 導かれる 
 イエスの血潮で 赦され 満たされ 尊い その血潮で 
 
※天の父と こひつじイェス ひざまずき歌う 聖なる御名 
 全地は歌う あがないの歌 栄光は主にあれ 
 
■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名

み な

をあがめさ
せたまえ。御国

み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ
たまえ。われらの日用

にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも
のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ
ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり
なく なんじのものなればなり。アーメン 
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■交読 イザヤ書５３章１～１２節 
１ 私たちが聞いたことを、だれが信じたか。 

主の御腕はだれに現れたか。 
２ 彼は主の前に、ひこばえのように生え出た。 

砂漠の地から出た根のように。 
彼には見るべき姿も輝きもなく、 
私たちが慕うような見栄えもない。 

３ 彼は蔑まれ、人々からのけ者にされ、 
悲しみの人で、病を知っていた。 
人が顔を背けるほど蔑まれ、 
私たちも彼を尊ばなかった。 
 

４ まことに、彼は私たちの病を負い、 
私たちの痛みを担った。 
それなのに、私たちは思った。 
神に罰せられ、打たれ、苦しめられたのだと。 

５ しかし、彼は私たちの背きのために刺され、 
私たちの咎のために砕かれたのだ。 
彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし、 
その打ち傷のゆえに、私たちは癒やされた。 

６ 私たちはみな、羊のようにさまよい、 
それぞれ自分勝手な道に向かって行った。 
しかし、主は私たちすべての者の咎を 
彼に負わせた。 

７ 彼は痛めつけられ、苦しんだ。 
だが、口を開かない。 
屠り場に引かれて行く羊のように、 
毛を刈る者の前で黙っている雌羊のように、 
彼は口を開かない。 

８ 虐げとさばきによって、彼は取り去られた。 
彼の時代の者で、だれが思ったことか。 
彼が私の民の背きのゆえに打たれ、 
生ける者の地から絶たれたのだと。 

９ 彼の墓は、悪者どもとともに、 
富む者とともに、その死の時に設けられた。 
彼は不法を働かず、 
その口に欺きはなかったが。 
 

10 しかし、彼を砕いて病を負わせることは 
主のみこころであった。 

 彼が自分のいのちを 



代償のささげ物とするなら、 
末⾧く子孫を見ることができ、 
主のみこころは彼によって成し遂げられる。 

11 「彼は自分のたましいの 
激しい苦しみのあとを見て、満足する。 
わたしの正しいしもべは、 
その知識によって多くの人を義とし、 
彼らの咎を負う。 

12 それゆえ、 
わたしは多くの人を彼に分け与え、 
彼は強者たちを戦勝品として分かち取る。 
彼が自分のいのちを死に明け渡し、 
背いた者たちとともに数えられたからである。 
彼は多くの人の罪を負い、 
背いた者たちのために、とりなしをする。」 

 
■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 
■聖書朗読 へブル人への手紙１０章１９～２５節 
19 こういうわけで、兄弟たち。私たちはイエスの血によって大胆に聖

所に入ることができます。 
20 イエスはご自分の肉体という垂れ幕を通して、私たちのために、こ

の新しい生ける道を開いてくださいました。 
21 また私たちには、神の家を治める、この偉大な祭司がおられるので

すから、 
22 心に血が振りかけられて、邪悪な良心をきよめられ、からだをきよ

い水で洗われ、全き信仰をもって真心から神に近づこうではありま
せんか。 

23 約束してくださった方は真実な方ですから、私たちは動揺しない
で、しっかりと希望を告白し続けようではありませんか。 

24 また、愛と善行を促すために、互いに注意を払おうではありません
か。 

25 ある人たちの習慣に倣って自分たちの集まりをやめたりせず、むし
ろ励まし合いましょう。その日が近づいていることが分かっている
のですから、ますます励もうではありませんか。 



■聖歌４５９「救い主の愛と」 
①救い主の愛と 流しませる血とを 
 生けるかぎり われは 重ね重ね歌わん 
 
※イェスは われの とがを洗いさりて 
 雪のごとく 白く ならせたもう 
 
②君の血しお こそは 人を またく救い  
 いざなう者の手より 守る ちからなれや 
 
⑤君の手より勝ちの かむり 受くる日まで  
 きよき旗を高く 掲げつつ戦わん 
 
■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父・御子・みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄えあれ 御栄えあれ アーメン 
                                  
 
【自宅での礼拝の手引き】  

・招詞   招詞を読みます 
・賛美   歌います 
・主の祈り 主の祈りを祈ります 
・交読   交読箇所を読みます 
・礼拝祈祷 次の言葉を祈りましょう 

「天の父なる神様。今、あなたの御前で礼拝をささげられ
ることを感謝します。兄弟姉妹と場所は異なりますが、心
を一つにして礼拝をささげます。主の臨在を、今、ここに
現してください。私たちの救い主、イエス・キリストの御
名によって祈ります。アーメン」 

・使徒信条 使徒信条を告白します 
・聖書朗読 聖書朗読箇所を読みます 
・説教   聖書朗読箇所を思い巡らしましょう 
・賛美   歌います 
・献金   主から受けたものの中で私がささげられるものや分かち

合えるものは何か思い巡らしましょう。それをささげな
がら歩めるように主の助けを祈りましょう。 

・頌栄   頌栄をささげます 
・祝祷   心の中で祝祷を読み、最後に「アーメン」と告白しましょう 

「願わくば 主イエス・キリストの恵み 父なる神の愛 
聖霊の親しい交わりが教会員一同の上に とこしえにあ
りますように アーメン」 


